
 

 

 

                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きさＩＪＵネット事務局               ★ネットワーク新規会員を募集中★ 

NO.６ 2021.5.22 きさＩＪＵネット事務局 

事務局からお知らせ／ コロナ禍が続く中、広島県に 2 回目の緊急事態宣言が発令されました。現在、三次市

においても医療関係者や高齢者に対するワクチン接種も始まっていますが、宣言下においては三次市におい

ても経済活動や地域コミュニティ活動の停滞も深刻になってきました。「きさＩＪＵネット」では、これまで

懇親会や交流活動を自粛し、活動に関することについて個別に対応してきましたが、コロナ禍でできることと

して、インターネットや SNS を活用した情報提供の充実を図ることとし、この度、「吉舎（よきやどり）移住・

定住サイト〜いざＮОＷきさ〜」を開設しましたのでお知らせします。今後、日常の活動に戻る日を祈りつ

つ、みなさんの協力を得ながら、今できることに傾注していきたいと考えています。よろしくお願いします。 

 

net 

広報誌「まるごときんさい」次号シリーズには、現在敷地にお住いの問谷宏志さん（三原市から八幡清綱に移

住）に登場していただきます。6 月は、広島市から八幡へ移住予定のジョーダン良子さんご家族を紹介します。 

（運営協⼒）吉舎町⾃治振興連合会事務局⻑：畑中浩幸   ℡0824-43-7272（「よっしゃ吉舎」内） 

（事務局） 三次市集落支援員（吉舎地区）：徳永春喜 ℡090-4697-1883  

勤務先 e-mail : tokuiti@p1.pionet.ne.jp   個人 e-mail :spring117@p1.pionet.ne.jp 

名前 福本大二郎  定住 10 年  広島市から Iターン  吉舎町三玉 在住 

移住は己を知り、新天地で挑戦すること！ 

移住を決めたのは        

「春は新緑が息吹き、夏は暑く、秋は紅葉で華やぎ、冬は雪で風景が変わる」自然いっぱいの田舎を求めた。                     

ここに住むことは 

知らない地域の人たちを充分知ることは、自分の動きも軽やかになる。行動的になる。地域のしきたりを知り、地域との交流で

生活を高めていく。                                                                              

暮らしを支えるもの  

やはりパートナーが要る（男女は問わず）と思います。いつの時代でも客観化した視点が必要です。もうひとつは、自然が暮ら

しを支える。自然力から心の豊かさをいただく、そして感謝が必要です。                                      

移住を考えている人へ     

移住された方々は、常に夢を描いておられ、自立心が強い方だと思います。やはり目的を持って行動しないと移住の意味合

いを失います。移住は己を知り、新天地で挑戦することだと思います。                                             

名前 岡田アントニールイス  定住６年   広島市から Iターン 吉舎町海田原 在住 

農業をする人を応援しようという地域の人たちの雰囲気も！ 

移住を決めたのは         

当時、三次市が地域おこし協力隊を募集していてそれに応募、採用されたことがきっかけです。地域おこし協力隊後、株式

会社 なちゅ Bio を立ち上げ、作物の栽培から加工・販売までを手掛けています。                                     

ここに住むことは 

三次市は昼夜の気温差がとても激しく、これは作物によってはとても美味しく育ってくれる条件になります。農業を始めるにはとて

も良い場所だと思います。自信を持ってこれからも美味しい作物を作っていこうと思います。                           

暮らしを支えるもの  

家族、地域の方々、仕事上の関わりを持つすべての人とのやりとりですね。都会よりも時間の流れが遅いのが田舎の特徴だ

と思います。ここでの人との関わり合いはなんだか濃厚でいろいろ発見させてくれます。ここで暮らすこと自体が新しい自分を

見つけることに繋がっていると感じています。                                                                   

移住を考えている人へ 

三次市の中でも東に位置する吉舎町は特に気候も良く、農業をするにはおすすめだと思います。家庭菜園でも、本気で農業

を始めるにもいい場所だと思います。また農業をする人を応援しようという地域の人たちの雰囲気もあります。ぜひ農業を通じて

様々な人との輪を広げてみてください！                                                                   

サイトに掲載中︕ 「メッセージ NOW」 （移住を考えておられる⽅へのメッセージ）  ＊今回協⼒をいただいた⽅を掲載 

名前 濵 裕介   定住６カ月  大阪府八尾市からＩターン  吉舎町海田原 在住 

不安だと思いますが、住んでみると発見や興味の方が勝ってきます！ 

移住を決めたのは 

母が三原市大和町出身で漠然と「いつか広島に帰りたい」と思っていた所、2017 年 3 月に大和町在住の叔父が急死。当

時、北海道に住んでおりましたが、どうしても「広島へ帰りたい」という気持ちが強くなり、北海道での生活を諦めて大阪へ戻りまし

た。大阪で開催されていた移住相談会で三次市定住対策課の方と出会い、三次市域おこし協力隊の募集があることを知り応

募。そして、2019年 4月に地域おこし協力隊として採用された事が三次への移住の始まりです。                        

ここに住むことは 

吉舎の方々は移住者である私に優しく、困っていると誰かが助けてくれる町です。吉舎に新しい風を入れて吉舎を盛り上げること

が出来ればと考えております。                                                          

暮らしを支えるもの  

海田原の小さな畑で日々試行錯誤しながら農作業しています。吉舎で馬と暮らすという大きな夢が私の生きる支えになってい

ます。                                                                        

移住を考えている人へ 

私は転勤が多く北海道、埼玉、神戸、島根に住んだことがあり、引っ越しは７～８回程しました。それぞれの土地で多くの出会い

があり、それが今、私の生きる上で重要な糧になっています。新たな土地へ移住することはとても不安だと思いますが、意外と住

んでみると不安よりも発見や興味の方が勝ってきます。私もそれぞれの土地で困難な時期もありましたが、その度に助けてくれる

方が多くいました。                                                                 

 

名前 德永春喜   定住６年   尾道市からＵターン  吉舎町徳市 在住 

「変化」を「冒険」と思い、飛び込んでみると新しい何かが生まれる！ 

移住を決めたのは 

教員を退職後、故郷の三次市吉舎町に住む両親が高齢となり、農業の跡継ぎとして家を継ぐため、仕事の関係で尾道に住む

妻を残し、単身帰郷しました。二人の子も結婚・自立したことで決断しました。                                

ここに住むことは 

U ターンは私の人生設計にはなかったのですが、思い切って二地域居住の道を選び 6 年が経ちました。今は三次市吉舎町に

生活拠点を置き、農業の傍ら三次市集落支援員と自治会長を兼務して町づくりに関わっています。                         

暮らしを支えるもの  

私との生活を喜ぶ両親の笑顔を見る度、「これで良かった」と納得しています。「どうぞ」と送り出してくれた妻や家族に感謝してい

ます。これまで農業の経験は繁忙期の手伝い程度で悪戦苦闘の毎日ですが、周りの人の支えもあり、米作りや畑作にも慣れ、

健康的で充実した毎日を送っています。田舎の良さは、四季折々の豊かな自然があること、その中で突き動かされる感情が人

間らしく生きるエネルギーを生み出しているように思います。                                          

移住を考えている人へ 

定住された方々の暮らしを見ると、慣れない生活の中でも、就業や古民家改修、地域交流などの「生きがい」を見つけ、叶えた

い夢や目標実現に向けた新たな暮らしのスタイルをアクティブに構築されています。それを受け入れる地域の力も吉舎暮らしの

良さだと思います。人それぞれだと思いますが、「変化」を「冒険」と思い、飛び込んでみると、新しい何かが生まれる気がします。                           


